
「がん総合相談に携わる者に対する研修事業」における研修支援

に係る意見交換会─県ピアサポーター事業概要─

令和元年 8月 22 日

疾 病 対 策 課

1 研修支援希望の主旨

今後、埼玉県がんピアサポーターの養成研修会を開催したいと検討しているため、その研修

会の企画や準備に支援いただきたくご相談するものです。

2 県の現状

（1）埼玉県がんピアサポーター

県が開催した養成研修会の受講を修了した方を登録し、活動いただいている。

平成 25 年度に 21 名を養成、平成 26 年度に 19 名を養成した。（計 40 名）

8月末現在での登録人数は 19 名です。

（2）活動内容

ピアサポート相談：埼玉県立がんセンターにおいて、週 3回相談活動

埼玉医科大学国際医療センターにおいて、月 2回相談活動

がんワンストップ相談：就労経験のあるサポーターが、がん経験者として月 2回相談に

従事。

他に、患者サロンでの活動や、講演会の講師等で活躍している。

（3）養成研修会

平成 25 年度及び平成 26 年度に各 1回ずつ開催した。

9：30〜16：30（2 日間）、13：00〜16：30（3 日間）

県がプログラムの検討や講師の調整をした。

平成 24 年度厚生労働省委託事業「がん総合相談に携わる者に対する研修プログラム策定

事業」のテキストや他県の開催内容等を参考にした。

（4）フォローアップ研修会

年に 3回、外部講師を迎えて、登録のピアサポーターを対象に開催し、活動の振り返りや

講義受講などにより、スキルアップを図っている。

（5）その他

埼玉県がん対策推進計画（平成 30 年度〜令和 5 年度）において、ピアサポーターによる

対応可能な相談支援センターを、現在の 2 拠点病院からすべての拠点病院（13 病院）を目

標としている。
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令 和 元 年 9 月 3 日

岩手県保健福祉部医療政策室

岩手県のがん患者に対するピア・サポートの取組状況

1 これまでの取組状況

・（平成 27 年度）患者会「ペイシェントアクティブびわの会」が、いきいき岩手支援財団の

助成を受け「がんピア・サポーター養成講座」を開催（参加者 31 名）

日 時：（前期）平成 27 年 9 月 5〜6 日 （後期）平成 28 年 2 月 20〜21 日

場 所：県立中部病院講堂

対象者：①がん体験者や家族（遺族含む）

②自分の体験を生かし、仲間であるがん患者や家族を支援する意思のある方

内 容：がんの基礎知識、ロールプレイ

⇒ 養成されたピアサポーターが、県立中部病院（がん情報サロン「虹」で月 4回ボラン

ティア活動を行っている。

・（平成 29 年度）「ピアサポーターフォローアップ講座」開催（総参加者数 114 名）

日 時：平成 29 年 ① 6月 24 日 ② 7月 15 日 ③ 8月 11 日 ④ 9月 23 日

⑤ 10 月 7 日 ⑥ 11 月 25 日

場 所：さくらホールまたは県立中部病院

対象者：がんピア・サポーター養成講座修了者等

・（平成 30 年度）県が開催した「がん患者・家族会学習会・情報交換会」において、ピアサ

ポート活動についての事例発表及びグループワークを実施

2 今後の取組予定

現在、国においてサポーター養成プログラムの改訂や、都道府県に対する支援の検討が進め

られていることから、その動きも踏まえ検討を進めていく。
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鹿児島県のがん患者ピアサポーターの状況（令和元年 9月 20 日時点）

1 現状

県ではこれまで、がん患者ピアサポーターの養成に関する事業はなく、令和元年度に NPO

法人がんサポートかごしまと協働でピアサポーター養成を開始することとしている。

NPO法人がんサポートかごしまの取組として、平成 23 年度からピアサポーター養成講座を

実施し、これまでに 61 名の方が講座を受講されている。

2 県内の状況

3 課題

・ ピアサポーターとして活動している人が少ない。

・ NPO 法人がんサポートかごしまの取組でピアサポーターの養成をしているが鹿児島市

での開催に留まっている。

・ 継続したピアサポーターの養成が必要。

令和元年度がん患者ピアサポーター養成の事業について（令和元年 9月 20 日時点）

（NPO共生協働かごしま推進事業）

1 概要

⑴ 目的・必要性

がん患者ピアサポーター養成講座及びがん患者が集う「がん患者サロン」における実地

研修により新たなピアサポーターを養成するとともに、NPO 法人がんサポートかごしま

による「がん患者サロン」へのピアサポーターの派遣体制の整備により、がん患者とその

家族を支援する。

⑵ 事業内容

① 鹿児島県内 3か所において、各地域の医療機関や行政と協働し「ピアサポーター養成

講座」を実施

② 養成されたピアサポーターを対象に、がん患者サロンにて実地研修を実施

③ そのサロンへピアサポーターを派遣する体制を整える。

⑶ 事業計画

① 県民健康プラザ鹿屋医療センター（地域がん診療病院）

研修会：令和元年 9月 27 日（金）
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病院の種類 病院数 患者サロン

都道府県がん診療連携拠点病院 1 1

地域がん診療連携拠点病院 4 4

特定領域がん診療連携拠点病院 1 1

地域がん診療病院 6 6

県がん診療指定病院 13 3



実地研修：令和元年 11 月 28 日（木）、12 月 19 日（木）

② 県立大島病院（地域がん診療病院）

研修会：令和元年 10 月 30 日（水）

実地研修：令和 2年 1月 10 日（金）、2月 14 日（金）

③ 済生会川内病院（地域がん診療連携拠点病院）

研修会：令和元年 11 月 24 日（日）

実地研修：令和 2年 1月 25 日（土）、2月 22 日（土）

⑷ 研修プログラム

① がん治療についての基礎知識

② ピアサポーターの役割について

③ ピアサポーターとしてのコミュニケーションスキル

④ がん患者サロンでの取組みについて

⑤ ロールプレイ（起こりうる事例と対応方法について）

2 委託先

NPO法人がんサポートかごしま

3 事業費

1,999 千円（県 10/10）

4 相談したい内容

・ 研修資材の提供、使い方

・ 参加者募集の方法（他県での事例等）

・ 継続的なピアサポーターの派遣に向けた病院との調整、協働体制の作り方

・ ピアサポーター養成後の登録更新制度、養成後の取組の事例

・ フォローアップ研修の時期

・ 患者サロン以外にピアサポーターの活躍の場
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長崎県のがんの医療圏の概要

位 置：九州の西北部に位置し、離島、半島が多い

人 口：約 132.6 万千人（本土地域 約 121.8 万人 離島地域 約 10.8 万人）

令和元年 9月 1日現在

医療施設：長崎市、佐世保市に大規模病院が集中し、離島地域は、長崎県病院企業団

（※ 1）の病院ががん医療の中核を担っている。

※ 1 長崎県病院企業団：県と島原地域、五島地域、対馬地域及び壱岐地域の市町が一体と

なって病院を経営することにより、県民の健康な生活を確保することを目的として設立

された地方自治法上の特別地方公共団体（一部事務組合）。

本県の二次医療圏は、本土地域に 4か所、離島地域に 4か所、計 8か所です。現在、本土地

域の二次医療圏の 6病院が、がん診療連携拠点病院（以下、「拠点病院」という。）の指定を受

けています。（1病院 → 都道府県拠点病院、5病院 → 地域拠点病院、計 6病院）

○拠点病院の整備状況

〔都道府県拠点病院〕（長崎医療圏）長崎大学病院

〔地域拠点病院〕 （長崎医療圏）長崎みなとメディカルセンター、

日本赤十字社 長崎原爆病院

（佐世保県北医療圏）佐世保市総合医療センター

（県央医療圏）長崎医療センター

（県南医療圏）長崎県島原病院

本土 2 つの 2 次医療圏には、拠点病院の指定は受けていないものの、「がん診療連携拠点病

院等の整備に関する指針」（以下、「整備指針」という。）の要件をほぼ満たす 2 病院があり、

長崎県独自でがん診療連携推進病院（以下、「推進病院」という。）に指定しています。

○推進病院の整備状況

（佐世保県北医療圏）佐世保中央病院

（県央医療圏）諫早総合病院

さらに 4つの離島医療圏には、県がん対策推進計画において、各離島の 2次医療圏につき 1

病院を「がん診療離島中核病院」（以下、「離島中核病院」という。）として位置づけ、本土地

区の拠点病院、推進病院と連携し、離島地域のがん診療の質の向上に努めています。

〇離島中核病院の整備状況

（五島医療圏） 長崎県五島中央病院

（上五島医療圏） 長崎県上五島病院

（壱岐医療圏） 長崎県壱岐病院

（対馬医療圏） 長崎県対馬病院
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また、長崎県がん診療連携協議会を設置し、県内のがん診療に関する情報収集・発信、院内

がん登録等のデータ分析・評価、県レベル研修会の企画・実施、地域連携クリティカルパスの

推進等、県内のがん診療全般について協議しています。長崎大学病院に設置し、全拠点病院、

推進病院が参加しています。

さらに、地域におけるがん診療に関する研修会の計画・実施、地域の医療機関や介護施設等

との連携等により、地域全体のがん医療水準の向上を図ることを目的に、空白の医療圏域を含

めた「地域がん診療連携協議会」を設置しています。

○地域がん診療連携協議会

長崎地域……………長崎みなとメディカルセンター、長崎原爆病院

佐世保県北地域……佐世保市総合医療センター、佐世保中央病院

県央地域……………長崎医療センター、諌早総合病院

県南地域……………長崎県島原病院

五島・上五島地域…長崎みなとメディカルセンター、日本赤十字社 長崎原爆病院

長崎県五島中央病院と長崎県上五島病院との共同運営

壱岐・対馬地域……長崎医療センター

長崎県対馬病院、長崎県壱岐病院と共同運営
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令和元年度がんピアサポート医療従事者向け研修会

及び検討会

13：30 開会

13：30 講義「ピアサポートについて、委託事業について」

講師 国立がん研究センター先端医療開発センター

精神腫瘍学開発分野長 小川 朝生 先生

13：50 講義「医療者に求めること、体制の構築」

講師 国立がん研究センターがん対策情報センター

センター長 若尾 文彦 先生

14：10 各拠点病院でのサロン運営状況・課題の共有

14：40 課題に対する提案、質疑応答

15：30 閉会
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日時：令和元年 10 月 23 日（水）

13 時 30 分〜15 時 30 分

場所：山口県政資料館 第 1会議室
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